
2020年ゼロカーボン宣言、2021年ゼロカーボン

ビジョンを発表。大熊町は、ゼロカーボンタウンの

先進地としての大きな一歩を歩み始めています。

ゼロカーボンタウン Action

2020年2月9日小泉環境大臣立ち会いのもと「ゼ

ロカーボン宣言」を行いました。大熊町は、原発

事故を経験した町だからこそ、原発や化石エネ

ルギーに頼らず、地域の再生可能エネルギーを

活用した持続可能なまちづくりを目指します。

「大熊ゼロカーボン宣言」を具体化していくた

め、2021年2月「ゼロカーボンビジョン」を策定。

ゼロカーボンの実現を通じて、町の復興を力強

く進めていく指針や町の政策の軸として育てる

という思いを込めて策定しました。

再生可能エネルギーの地産地消を進めるため

に、大熊町における「地域新電力」の設立に向け

て準備を進めています。この度地域新電力の事

業パートナー公募の結果、株式会社エイブルと

の間で、地域新電力事業を通じたゼロカーボン

推進に係る連携協定を締結しました。
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住宅団地

工場・産業団地

いちご工場

坂下ダム

公営住宅

新教育施設

業務施設
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EV循環バス

役場新庁舎

メガソーラー（既設）

メガソーラー

波力発電

持続可能な森林経営の推進
グリーンインフラの整備

豊かな森里川海との共生

大熊町では、豊かな自然を活かし、太陽光/風力/小水力等の再生可能

エネルギーを大量に導入。さらに地域新電力やスマートコミュニティ

事業によってエネルギーの地産地消システムを確立させ自然と共生

しながら、豊かで、潤いのあるゼロカーボンタウンを目指していきます。

ゼロカーボンタウンに
向けて

大熊町の将来像（イメージ）
※導入施設や場所は決まったものではありません。

脱炭素化社会に向けてVol.2  OKUMA

創る、巡る、贈る　おおくま。
ゼロカーボンタウン先進地へ

大熊町は、地域の再生可能エネルギーを活用した持続可能なまちづくりに取り組むことを決意し、

2040年までのゼロカーボンへの挑戦を宣言しました。

将来、大熊町が「原発事故があった町」ではなく「ゼロカーボンタウンの先進地」として、語れるまちづくりを目指します。

「創る」地域資源を活用したエネルギー創出　　「巡る」地域内循環システム構築　　「贈る」持続可能な大熊を将来世代へ

既存の枠組みにとらわれず、イノベーションの創発を促し、一歩一歩課題解決に取組んでいく。 今、大熊町の挑戦がはじまっています。

木質バイオマス利用
地域の木質資源を活用し、
発電利用や施設へ熱供給

大型風力発電
海岸沿の公園内・
洋上に大規模風力発電大野駅

再生可能エネルギーの最大限導入

地域新電力による統合的・
有機的なしくみで企業進出支援

地産地消システムの構築

駅前スマートコミュニティ事業
スマートコミュニティ推進、観光教育の振興、
移住定住促進、企業誘致

ゼロカーボンを源泉としたまちづくり

大野駅周辺
下野上地区

大川原地区復興拠点

大型風力発電
風況の良い山の稜線を
ウインドファーム化

需給一体型再生可能
エネルギーの導入
モビリティのEV/FC化
公共交通のスマート化

小水力/マイクロ水力
町内の水の流れを利用した
マイクロ水力発電

おおくまゼロカーボン建物の推進
おおくまゼロカーボン住宅の推進　等

快適で省エネなライフスタイル

町内の建物を、エネルギー消費を抑えた
ZEB/ZEH化を強力に推進

再エネ大規模電源開発

RE100産業団地


